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 2020年11月17日、「公益社団法人徳島県労働者福祉協議会」と「一般社団法人
徳島県労働福祉会館」の両団体は、「合併契約書」の調印を行い、2021年２月１日
に合併することに合意した。

　2015年に議論が開始された両団体の合併が、い

よいよ、2021年２月１日に実施される。思い起こせば

2018年３月15日、一般社団法人徳島県労働福祉会館

「新館建設検討委員会」より答申が行われ、両団体

の合併と新館建設の具体化が明記された。その後両

団体の議論を経て、2018年11月12日に合併準備会

を、2019年８月19日には合併協議会を立ち上げ協議

を進めてきた。その後、様々な課題等を整理し、2020年２月17日開催された「徳島県公益認定等

審議会」へ合併申請を行った。この審議会では、約１年間で５回の議論を経て、2020年12月21日

本審査・本答申が行われる運びとなった。このことか

ら両団体は、2020年12月臨時総会を開催し合併の

承認と今後の進め方を確認した。2021年は、新「公

益社団法人徳島県労働者福祉協議会」（労福協）と

してスタートする。労働者福祉の拡充・強化に向け事

業の充実を図る2021年とする。

「労福協NEWS」は、連合、労金、こくみん共済 coop、勤労者福祉ネットワーク、労館、労福協の６団体による「共同デスク編集委員会」を持ち発行しています。
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本年もよろしく
　 お願いいたします。
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労　福　協

（２） 2021年１月

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、労福協の運動と事業運営に、会員をはじ
め、関係者の皆様に格別のご理解とご支援をいただき
ました。心から御礼申し上げます。
　昨年は、東京 2020オリ･パラの一色に染まるはずで
したが、新型コロナウイルスによって世界が一変しまし
た。新型コロナウイルスは瞬く間に全世界に広がり、世
界中が多くの困難に見舞われ、流行語大賞に｢三密｣
が選ばれたように、コロナウイルス一色の一年でありま
した。
　感染された方々や亡くなられた方々にお見舞いとお
悔やみを申し上げ、また医療従事者の皆様や関係者
の方々に敬意と感謝を申し上げつつ、何よりもコロナウ
イルスの影響をもろに受けている人たちが、経済活動
の停滞によって職場や仕事を失った非正規労働者で
あり､その中でも女性や若者など、いわゆる社会的弱
者がその多数を占め、これまでの格差と貧困の拡大に
輪をかけて深刻さを増し、地域社会の底が抜け落ちよ
うとしているといっても過言ではありません。
　私たちは、改めて｢誰もが排除されず、助け合い、支
え合い安心して暮らせる福祉社会を創造する」という
労福協運動の理念を再認識するとともに、労福協の
果たすべき役割はさらに拡大していると思っています。
　今年は、ウィズコロナという時代として、これまで以上
に様々な関係団体･関係者と連携を図り、様々な困難
を抱える人々に寄り添いながら、貧困の克服と自立、社
会復帰と社会参加を支援する活動と事業を拡大させ、
ひいては地域の底上げと活性化の為に奮闘していく
必要があります。
　具体的には、生活困窮者自立支援事業や地域若
者サポートステーション事業に従事している相談員の
一層のスキルアップを図りつつ､事業拡大に努め、あわ
せて就労支援という労福協の持つ強みを強化する立

場から、就労相談や求職相談から職業訓練や職場
体験を通して職業・職場紹介につなげる一貫した体
制を拡充して参ります。
　また２月１日には、一般社団法人徳島県労働福祉
会館と合併し、これまで労働福祉会館が取り組まれて
きた会館運動や会館運営、公益事業を引き継ぐことと
なります。
　労働福祉会館との合併は、より一層の労働者福祉
の拡大と財政基盤の拡充を図るという趣旨でおこなわ
れることから、労福協の果たすべき役割と責任も飛躍
的に増大することになります。
　労福協は、これまで会館が果たしてきた労働者福
祉の拠点としての機能と社会運動資料センター事業
など公益事業を通して地域貢献してきた役割を継承
しつつ、一層の拡充を図って参ります。
　しかしこれらの事業や運動の推進は、労福協だけ
でできるものではなく、関係する労働者福祉事業団体、
労働団体をはじめ関係者の皆様のご支援とご協力な
しにはなし得ません。
　今後共のご支援をお願いしてご挨拶とします。
　今年もよろしくお願いします。

徳島県労働者福祉協議会

　　会　長　川 越 敏 良

安心・共生の社会へ！
　その役割と責任を
　　  しっかり果たしていこう。

徳島県労働者福祉協議会役員名簿

役 職 名 氏　　名 所　　属

会 長
副 会 長
〃
〃

専務理事
常務理事
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃

川 越 敏 良
新　居　栄　治
藤　岡　一　雄
森　本　佳　広
三　橋　松　男
兼　松　文　子
久　積　育　郎
福　本　　　純
大　地  　均
大久保　秀　幸
山　藤　正　義
瀧　　　誠　司
佐 藤 健 二
和　泉　芳　枝
三　木　裕　子
板 東 啓太郎
藤　原　 　茂 
豊　田　　　浩

公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
日本労働組合総連合会徳島県連合会
こくみん共済 coop徳島推進本部

四国労働金庫徳島営業本部
公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
公益社団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク
一般社団法人徳島県労働福祉会館
全徳島建設労働組合
徳島県生活協同組合連合会
徳 島 県 退 職 者 連 合
うずしお法律事務所
徳 島 大 学
徳島県社会福祉士会
四国地方社会保険医療協議会
四国労働金庫徳島営業本部
税理士法人ティグレパートナーズ徳島
こくみん共済 coop徳島推進本部
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連　　合

日本労働組合総連合会徳島県連合会

　　会　長　新 居 栄 治

役 職 名 氏　　名 組 織 名
〈連合徳島2020～2021年度役員〉

会 長
会 長 代 行
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

事 務 局 長
副 事 務 局 長

〃
財 政 局 長
中小労働対策本部長
執 行 委 員
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
会 計 監 査
　 〃 　
　 〃 　

新　居　栄　治
大　谷　竹　人
小　合　弘　人
田　村　敬　一
鵜　飼　克　尚
原　内　正　敏
賀　川　健　一
松　本　光　弘
岡　　　美由紀
宮　本　武　司
吉　野　泰　甲
藤　田　晶　子
島　　　和　久
山　本　雅　敏
川　口　誠　二
辻　　　康　晴
原　田　俊　彦
山　田　雄　作
合　田　泰　弘
井　内　貴　志
松　本　忠　宏
鎌　田　耕一郎
石　 橋    　   元
森　内　信　哉
小　原　伸　二
三　木　裕　子
松　本　淳　史
沖　田　圭　人
堤　　　吉　弘

電 機 連 合
自 治 労
U A ゼ ン セ ン
Ｊ Ｐ 労 組
電 力 総 連
自 動 車 総 連
電 機 連 合
自治労（ 県 職 労 ）
情報労連（民間大手部会）
交通労連（民間中小部会）
全水道（官公労部会）
UAゼンセン（女性委員会）
電 力 総 連
交 　 通 　 労 　 連
情 報 労 連
Ｊ Ａ Ｍ
全 国 一 般
農 協 労 連
運 輸 労 連
Ｊ Ｒ 連 合
私 鉄 総 連
基 幹 労 連
Ｊ Ｅ Ｃ 連 合
国 公 総 連
県 教 組
全国一般（女性委員会）
全   労   済   労   組
政　　　労　　　連
四 国 労 金 労 組

互いの価値観を認め合い、
    支え合い、未来につなぐ

　新年明けましておめでとうございます。皆さまにお

かれましては新たな気持ちで新年を迎えられたこと

とお慶び申し上げます。また、旧年中は、連合徳島の運

動に対しまして格別のご支援、ご協力を賜り、心より

感謝を申し上げます。

  さて、昨年はコロナウイルスの感染により、働き方が

変わった方、仕事が大幅に減りご苦労された方、逆に

仕事の負担が増えた方など、多くの方が知らないうち

不安やストレスを溜め込んだ 1 年だったのではない

でしょうか。特にコロナ禍における失業や所得減の影

響は、非正規雇用や低所得層に集中しており、コロナ

前からの雇用・所得格差はさらに拡大しています。政

府が行った 10万円の特別定額給付金の経済効果も３

割程度に留まっており、生活保障の観点では政府の生

活困窮者への真の対策はまだまだ不十分であり、今後

益々格差拡大が懸念されます。連合徳島としても関係

団体と連携し、県内の立場の弱い労働者や生活者に寄

り添い、広く社会の共感が得られる組織体として一層

邁進していきたいと考えます。

  連合では、「真の多様性ある社会を」築いていくため

に、「アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み、

偏見）」についての取り組みを展開しております。私自

身、深く調べているうちに、人間関係を起因とした問

題の多くは「アンコンシャス・バイアス」によって引

き出されているのではないかと気づきました。

　「アンコンシャス・バイアス」は日常的にあふれ、多

くの方が持っています。問題は一人ひとりの解釈や価

値観が異なるにも関わらず、気づかないうちに「決め

つけ」たり、「押しつけ」たりしてしまうことです。

　例えば、お正月は家族で過ごし、おせちを食べたり、

初詣に参拝に行ったりするのが当たり前だと思って

いませんか？医療従事者、スーパー・コンビニ・薬局

店員、介護福祉士、自治体職員、交通機関などのエッセ

ンシャルワーカーと呼ばれる方々はお正月でも私た

ちの暮らしを支えてくれています。「好きでやってい

るのだから関係ない」「仕事なのだから当たり前だ」と

思う方、「様々な事情を抱えながらも頑張ってくれて

いる」ことに「ありがとうございます」と感謝し声をか

ける方、人によって感じ方はいろいろあると思います

が、できれば後者のように、人に感謝や思いやりの持

てる暖かい人の広がりを今年１年意識して取り組ん

でいきたいと考えています。

   「すべての人々が豊かな人生を育み、安心して暮ら

せる社会」を実現するためには、「アンコンシャス・バ

イアス」を意識するとともに、互いの違いを認め合い、

互いに支い合っていくことが重要です。私自身も相手

の気持ちがわかる思いやりのある人間に成長するこ

とを初詣で誓いました。

  今年が皆様方にとりまして良き年になりますようお

祈り申し上げますとともに、私たち連合運動に対する

皆様方のより一層のご理解とお支えをお願い申し上

げます。

  今年も共に頑張りましょう！！
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　新年明けましておめでとうございます。
　昨年、世界中を席巻した新型コロナパンデミ
ックは私たちの生活スタイルを一変させ、労福
協を構成するそれぞれの事業運営にも大きな影
響を与えました。
　しかし、そんな混乱の中ではございましたが、
それぞれの会員の皆様のご協力により無事新し
い年を迎えることができた事とお喜び申し上げ
ます。
　さて、「四国ろうきん」では本年4月から始まる
2021年度を第8期中期経営計画スタートの重要
な年度と位置付け取り組みを強化いたします。
今回の中期経営計画は10年後のあるべき姿を
「高付加価値・お役立ち・提案営業の更なる拡充
で経営理念と金融包摂を完遂し、会員・お客さま
に支持され続ける真の勤労者福祉金融機関」と
おき、「変えるべきもの、変えざるべきもの」を明
確にすることでより具体的な「実行計画書」とし
て「未来起点（バックキャスト）」の思考で設定し
ました。
　今中期計画では前期で確立してきた個別提案
活動「ありがとう祭」やブロック営業体制、グル
ープ改革・事務改革などを更に拡充させ、アフタ
ーコロナにおける新しい営業スタイルの模索や
世界規模で急伸するデジタルトランスフォーメ
ーションへの対応など、解決すべき課題に対し
具体的な手立てを講じて参ります。とりわけこ
の2月からはTVCM等複数のメディアを活用
し、10年後のお客様との関係深化を考えた「くる

まローン」のキャンペーンを実施することにし
ました。
　一方内部的には、「ろうきんSDGs行動指針」に
基づきワークライフバランスやディーセントワ
ークを実現することで、「四国ろうきん」にふさ
わしい「組織風土」の確立に取り組んで参りま
す。そしてそのことで「働く人の夢と共感を創造
する協同組織の福祉金融機関」としての社会的
使命と役割を果たしていく所存でございます。
　コロナ禍は今しばらく続くでしょうが、私た
ち四国ろうきんは、「今こそ、労福協の力を。」の
合言葉の下、労福協の仲間の皆さんと共にこの
難局を乗り切る覚悟でございます。本年も皆様
にとって幸せ多い年となりますことをご祈念申
し上げ、新年のご挨拶と致します。

新年のご挨拶

四国労働金庫

　　理事長　杉 本 宗 之

【徳島地区選出理事・監事】

【徳島営業本部・営業店】

役 職 名

役 職 名

氏　　名

氏　　名

所　　属

副理事長

専務理事

常務理事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

河 村 　 和 男

住 友 　 誠 教

大 西 　 和 彦

田 村 　 敬 一

大 谷 　 竹 人

岡 　 美 由 紀

原 内 　 正 敏

森　本　佳　広

板　東　啓太郎

今　治　五百合

挟　谷　　　肇

西　　　英　二

佐々木　美　紀

遠　藤　好　人

梅　田　佳　宏

太田越　貴　久

ＰＨＣ労働組合四国支部

員 　 外

員 　 外

ＪＰ労働組合四国地方本部徳島連絡協議会

自治 労 徳 島 県 本部

ＮＴＴ労働組合四国総支部徳島分会

ジェイテクト労働組合徳島支部

執行役員徳島営業本部長

徳 島 営 業 副 本 部 長

徳島ブロック統轄店長

池 田 支 店 長

徳 島 北 支 店 長

阿 南 支 店 長

鴨 島 支 店 長

徳 島 Ｌ Ｃ 所 長

徳 島 北 Ｌ Ｃ 所 長
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　新年、明けましておめでとうございます。

　こくみん共済 coop 〈全労済〉は創立以来、共済

の普及と社会課題の解決に取り組み「みんなでた

すけあい、豊かで安心できる社会づくり」を進めて

きました。

　1965年の火災共済事業の開始以降、95年の阪神

淡路大震災では、被災者生活再建支援法の成立に

向けた国民運動や自然災害共済の制度実施、防災・

減災の啓発などに取り組みました。2011年の東日

本大震災では、無保障者をなくす「住まいと暮らし

の防災・保障点検運動」を進めてきました。その後

も16年の熊本地震や相次ぐ台風被害に対しても総

力を挙げて取り組んでいます。

　これらの取り組みは、「誰一人取り残さない社会

づくり」をめざすSDGsに通じるものです。SDGsの

17目標には、飢餓や貧困をなくす、安全な水とトイ

レ、質の高い教育、健康と福祉などのテーマが盛り

込まれていますが、目標13「気候変動」はとくに関

心が高くなっています。

　人間社会による温室効果ガス排出が原因という

のが世界の認識となっていますが、気候変動は気

温上昇だけでなく、異常気象による大規模自然災

害を各地でもたらしています。例えば18年の台風

21号や19年の台風15号19号では、それぞれ１兆円

を超える損害金が発生しました。そして、世界が何

も対策をとらなければ、気温は2100年までに4.8℃

上昇すると予測され、これにつれ自然災害の猛威

も増します。

　私たちは、災害が発生した後の保障という役割

だけでなく、災害を未然に防ぐという「防災・減災」

が重要なことから、もしもの保障とその前の「被害

の抑制」、後の「復旧・復興支援、生活再建」の備えを

強めていきます。また、発生が予測される「南海ト

ラフ地震」も含めた自然災害は個人の準備ではと

ても対処できない規模になっていきます。そもそ

も「どこに住むべきか」「被害を軽減するにはどん

な街づくりが必要か」という地域や社会全体での

「防災・減災」活動が必要ではないでしょうか。

　今後も、少子高齢化や格差の拡大、大規模自然災

害の増加、新型コロナウィルス感染拡大など、厳し

さを増す自然環境や社会環境の課題を長期的な視

点で考えるとともに、「たすけあいの輪を結ぶ」と

いう私たちの役割と期待を受け止め、SDGsの達成

に貢献したいと考えています。

　本年も引き続き、皆様のご支援をいただけるよ

うお願いします。

迫りくる社会危機と
      共済活動への期待

こくみん共済  coop  徳島推進本部
    （徳島県共済生活協同組合）

本部長（理事長）　藤 岡  一 雄

〈2020年度  こくみん共済 coop〈全労済〉徳島推進本部　役員体制〉
役 職 名 氏　　名 所属団体 役 職 名 氏　　名 所属団体
本 部 長
副 本 部 長
事 務 局 長
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員

藤 岡 　 一 雄
新 居 　 良 雄
豊 田 　 　 浩
松 永 　 　 勉
宮 本 　 武 司
岩 生 　 大 治
三 木 　 裕 子
鈴 木 　 圭 吾
鎌 田 耕 一 郎
松 本 　 光 弘
亀 田 　 　 真
合 田 　 泰 弘

こくみん共済 coop 徳島推進本部
全徳島建設労働組合(フレッセ)
こくみん共済 coop 徳島推進本部
UAゼンセン帝人労働組合徳島支部
四国高速運輸労働組合
徳 島 バ ス 労 働 組 合
全国一般徳島地方労働組合
自 治 労 徳 島 県 本 部
新日本電工労働組合徳島支部
徳島県職員連合労働組合
徳 島 市 交 通 労 働 組 合
全日通労働組合四国支部徳島地域協議会

代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員
代 表 委 員

好 野 　 祐 司
上 原 　 　 卓
北 田 　 洋 介
藤 田 　 晶 子
矢 藤　  寿 浩
大 久 保 秀 幸
藤 崎  　夏 男
岡 元    義 彦
中 野    鋭 児
原 内 　 正 敏
鵜 飼 　 克 尚

自治労徳島市職員労働組合連合会
徳島県教職員団体連合会
徳島県公立学校教職員組合
日清紡労働組合徳島支部
ＰＨＣ労働組合 四国支部 脇町地区
と く し ま 生 協
四国化成徳島労働組合
徳島県高等学校教職員組合
阿南市職員労働組合連合会
ジェイテクト労働組合徳島支部
四国電力労働組合徳島県本部

3620W009こくみん共済 coop 徳島推進本部（徳島県共済生活協同組合）

こくみん共済 coop



と　く　し　ま　労　福　協（６） 2021年１月

勤労者福祉ネットワーク

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

　　理事長　久 積 育 郎

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には新たな希望を持って新年をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。
　日頃は当財団の諸事業に対し、特段のご支援、
ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年は、世界を震撼させる新型コロナウィルス感
染拡大で、私たちの社会生活は大きな変化を余儀
なくされました。当財団も、大半の事業を中止せざ
るを得ない事態となりました。
　そのような中、公益財団として知恵を出し合い、
「できることをしっかりやろう」ということでコロナ
禍対策の第１弾として、あわ～ず会員、妊婦、特定
疾病患者の皆さんへのマスク配付、第２弾としてマ
スクケース、コロナ対策製品のプレゼント、更にＮ
ＰＯ市民団体への緊急のコロナ対策助成などに取
り組んでまいりました。
　おかげさまで会員をはじめ、勤労者県民の皆さ
んからも大きな評価をいただき、財団として引き続
きコロナ対応の支援に取り組むこととしています。
　さて、当財団にとって2021年度の重点課題は、

⑴　あわ～ず徳島の10年後を展望した基本構想
の策定と2022年度の全県広域化、県内 24市町
村に密着した事業展開。
⑵　子育てに悩む世代への総合的な支援、「フレア
とくしま子ども室」の運営開始。
⑶　止まることの無い少子化の中、しっかりと男女
の出会いをサポートするマリッサとくしまの拡
充。
⑷　「共生社会の徳島創造」アンケートに基づく多
文化共生社会へ向けた具体的事業の着手。
⑸　地球温暖化・気候変動に対するパリ協定と、
日本政府の脱炭素宣言に基づくＳＤＧｓの
2030 年ＣＯ２ゼロへ向けた最大限の努力。

⑹　今月22日発効の国連核兵器禁止条約への日
本政府の早期署名と批准を求め、ヒロシマ被爆
アオギリⅡ世の平和祈念植樹徳島連絡会の発
足と県内植樹30ヵ所のアオギリ写真集・パネル
展の開催。
などであります。
　
　新型コロナウィルスは、依然として猛威を振るっ
ており、人類最大の課題であります。このような時
代だからこそ、揺るぎない国際協調・協力が求め
られています。私たちは改めて財団の理念である
「人々の連帯を軸とした共助・共生の福祉社会」の
実現へ向け、しっかりと歩んでいきたいと決意して
います。
　新年にあたりまして、皆様のご健勝、ご活躍を祈
念すると共に、当財団への更なるご支援、ご協力を
お願い申し上げ、新年のごあいさつといたします。

〈（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク役員〉

2021年ごあいさつ

役 職 名 氏　　名 所　　属 役 職 名 氏　　名 所　　属
理 事 長

副理事長

〃

〃

専務理事

常務理事

理 事

〃

〃

久　積　育　郎

林　　　香与子

川　越　敏　良

黒　下　耕　司

杉　本　友　好

川　原　佳　子

小　泉　吉太郎

小　原　直　樹

小　笠　恭　彦

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

徳島県経営者協会・会長

（公社）徳島県労働者福祉協議会・会長

徳島県商工労働観光部・部長

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク

徳島県市長会・事務局長

徳島県町村会・常務理事

徳島県商工会議所連合会・専務理事

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

監 事

〃

〃

勝　川　雅　史

森　本　佳　広

藤　岡　一　雄

喜多條　雅　子

加　渡　いづみ

多　田　道　代

武　田　勝　行

蔭　山　眞　應

新　居　栄　治

徳島県商工会連合会・専務理事

四国労働金庫徳島営業本部・本部長

こくみん共済 coop 徳島推進本部・本部長

N P O 法人 C r e e r・理事

四国大学短期大学部・教授

徳島県生活共同組合連合会・会長

税 理 士

徳島県中小企業団体中央会・専務理事

日本労働組合総連合会徳島県連合会・会長



と　く　し　ま　労　福　協

労働福祉会館

2021年１月 （７）

　新年あけましておめでとうございます。皆様
方には、つつがなく希望に満ちた新しい年を迎
えられましたこと心からお慶び申し上げます。
　わーくぴあ徳島は、お陰を持ちまして本年で
設立50年の節目を迎えることになります。今日
までご尽力いただきました先輩の皆様、会員皆
様、ご入居の各団体、会館をご利用いただいて
いるすべての皆様に心からお礼申し上げます。
　去る、2020年12月１日、第８回臨時総会にお
いて労福協との法人合併について会員皆様のご
承認をいただきました。12月21日の「徳島県公
益認定等審議会からの答申」を受け、本年２月
１日に登記を終えると、新生労福協としてス
タートすることになります。
　新生労福協は、協同互助の精神に立脚し、よ
り公共性・公益性を高めるための諸事業を展開
すると共に、労働者の自主福祉活動の増進と社
会的地位の向上、地域社会の振興に寄与するた
め、今回の法人合併によってその強みを相補的
に生かし、組織、財政等の財政基盤の拡大を図
り、労働者福祉の更なる向上を目指します。今
日までのわーくぴあ徳島の事業は、すべて新労
福協に引き継がれることで合意されています。
　新館建設構想は、第5回準備会において、別館
部分の解体を先行し、その跡地に新館を建設す
ることを基本合意、その後、本館を解体し駐車
スペースとして整備する案が確認されています。
県有地の購入や入居団体のスペース、家賃を始
め入居団体との調整等基本構想策定に向けて現
在作業中であります。新館建設は、半世紀ぶり

謹 賀 新 年

徳島県労働福祉会館

　　理事長　藤 原 　 学

の一大事業として、労働界挙げての取り組みと
なります。県内勤労者、県民のための労働者福
祉ワンストップ総合センターとしての機能を有
する新会館として、引き続き皆様のご理解とご
協力をお願い申し上げます。
　公益目的支出事業として設立された「とくし
ま社会運動資料センター」の各事業は、新労福
協事業として継続されることになります。今日
まで社会的な課題を取り上げた公開講座の開催、
社会運動や労働運動、部落解放運動等に関する
資料、団塊世代が持つ貴重な書籍・資料等後世
の運動の参考とすることを目的に収集活動を進
めています。皆様のご協力により1万点余りの貴
重な資料・書籍が集積されています。
　同時に、公開講座講演集「部落史関連講座講
演録」は、１月19日出版の予定で400ページを超
える大作であり、是非ご購入のほどお願い申し
上げます。
　結びに、旧年中は、コロナ禍によって自粛生
活を余儀なくされましたが、一日も早く収束さ
せるための取り組みを進めなければなりません。
　本年が皆様方にとって輝かしい希望の一年で
ありますことをお祈り申し上げ、年頭にあたり
ましてのご挨拶といたします。

徳島県労働福祉会館  役員一覧

役 職 名 氏　　名 現在の所属

理 事 長

副理事長

常務理事

理 事

〃

〃

〃

監 事

〃

藤 原 　 学

久　積　育　郎

福　本　　　純

川 越 敏 良

藤　岡　一　雄

森　本　佳　広

新　居　栄　治

豊　田　　　浩

板　東　啓太郎

徳島県労働福祉会館

徳島県勤労者福祉ネットワーク

徳 島県労働福祉会館

徳島県労働者福祉協議会

こくみん共済 coop徳島推進本部

四国労働金庫徳島営業本部

日本労働組合総連合会徳島県連合会

こくみん共済 coop徳島推進本部

四国労働金庫徳島営業本部



と　く　し　ま　労　福　協（８） 2021年１月

徳島県生活協同組合連合会

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には新たな希望と共に新年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。日頃は私ども連合会に多大な
ご支援ご協力を賜りありがとうございます。　
　昨年は、年明け一月に新型コロナウイルス感染者
発生のニュースを聞いてから、ほぼ毎日私たちの生活
は浸食され、自粛を余儀なくされ、まさに生活は一変
してしまいました。
　このウイルスは瞬く間に全世界に広がり、災害や戦
争より恐ろしいものがこの世にあるんだ・・とウイルス
の脅威を突きつけられました。密を避け、人とのソウ
シャルディスタンスを保つということは、ウイルスに打
ち勝つためには有効でも、果たして人々の生活、幸せ
にとってはどうなのか、私たちが一番大切にしてきた

人との繋がりや協同、連携という活動の原点とも言え
る部分が脅かされました。
　オンライン、リモート会議が広く開催されるようにな
り、様々なことの変革を求められ、社会も変わってい
くでしょう。まだまだ始まりなのかも知れません。変え
ていくものと、変えてはいけないもの、これはいつの
時代も多分同じでしょう。助け合いと協同、つながり
と連帯はおおいに模索したいです。
　皆様の益々のご活躍とご多幸を祈念するとともに、
当連合会へのさらなるご支援ご協力をお願い申し上
げ、年頭のごあいさつといたします。

2021年迎春の
ごあいさつ
徳島県生活協同組合連合会

　　会　長　多 田 道 代

〈徳島県生活協同組合連合会役員〉
役 職 名 氏 　 　 名 所 属 単 協 名
会　　長
副 会 長
専務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事
監　　事

多 田 道 代
藤 岡 一 雄
大 久 保 　 秀 　 幸
木 　 津 　 正 　 憲
豊 　 田 　 　 　 浩
山 本 浩 史
松 田 大 亮
北 岡 　 　 徹
河 崎 敏 之
神 田 斉 宜
吉 野 才 治
宮 本 久 恵
田 中 秀 治

生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 共 済 生 活 協 同 組 合
生活協同組合とくしま生協
徳 島 県 学 校 生 活 協 同 組 合
徳 島 県 共 済 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳島県職員生活協同組合（新任）
徳島大学生活協同組合（新任）
徳 島 健 康 生 活 協 同 組 合
生活協同組合コープ自然派しこく
徳島大学生活協同組合（新任）

フ レ ッ セ

　新年明けましておめでとうございます。日頃はフレッセの諸
活動に対しまして、ご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　私たちは一般勤労者に比べて不十分な福利厚生面を
補うために、健康保険や労働保険、組合共済などを中心と
して、建設に従事する仲間の仕事と生活を守る取り組みを
進めてきました。
　また、住環境の改善や、地域経済の活性化にもつながる
「リフォーム助成制度」の創設や拡充、低い賃金水準の下
支えとなる公契約条例の制定に向けた取り組みを進めてい
ます。
　昨年は世界中で猛威を振るった新型コロナウイルスの脅
威と熊本で発生した豪雨災害に代表される自然災害が私
たちの生活や仕事を脅かした１年でした。

２０２1年
年頭のご挨拶
フレッセ

　執行委員長　大 地 　 均

　温暖化や気候変動、巨大地震、今後予想される様ざまな
自然災害に備え、県民の命を守るための住宅の耐震化は
喫緊の課題です。組合では耐震シェルターの普及や耐震
改修を積極的に進めています。
　組合や仲間を取り巻く状況は、依然きびしく、慢性
的な後継者不足、都市と地方の格差の拡大、建設従事
者の高齢化等々、乗り越えなければならないことは山
積みです。
　これまでに培っ
てきた仲間から
の信頼と支持の
もと、県内で働く
建設労働者・職
人の仕事と生活
を守るための取り
組みを進めてい
きます。
　今後ともフレッ
セの活動に対し
まして、皆様のより
一層のご支援と
ご協力をお願い
申し上げます。

〈フレッセ県本部役員名簿〉
役 職 名 氏　　名

執 行 委 員 長
副 執 行 委 員 長

〃
書 記 長
書 記 次 長
財 政 部 長
執 行 委 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

青 年 部 長
会 計 監 査

〃
〃

大　地　　　　均
楠　野　　　　進
賀　治　　隆　志
新　居　　良　雄
森　本　　　　光
住　友　　　　寛
中　　　　敏　昭
秋　山　　　　威
相　原　　　　隆
坂　本　　健　作
矢　野　　康　彦
花　本　　和　広
中　川　　雅　彦
岡　田　　　　博
外　山　　康　雄
高　田　　昌　治
岡　　　　順　次
平　田　　孝　夫
山　伏　　忠　信
藤　本　　順　二
中　野　　祐　樹
春　野　　市　治
髙　橋　　　　敏
多　田　　　　勲
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　２０２1年の新年を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し
上げます。
　日頃は、NPO法人徳島労働安全衛生センターの活
動に対し深いご理解とご支援を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　当センターは労働災害や職業病を未然に防止する
ため、労働者の安全と健康に関する調査、相談、教育、
啓発事業、衛生管理者の育成等々の活動を展開して
います。
　労働災害を減少させるために、国や事業主・労働者
が重点的に取り組む事項を定めた５ヶ年計画の「徳島
第13次労働災害防止推進計画」では、労働災害を
2017年と比較して2022年までに、死亡者数を15％以上、
死傷者数を5％以上減少させることを目標としています。
　計画の３年目となる2020年度は、目標達成に向け、直

近の災害動向を踏まえ、建設業における墜落・転落防
止対策の強化による死亡災害の撲滅を目指した対策
の推進、労働力の高齢化や就業構造の変化等に対応
した対策などが取り組まれています。
　当センターでは、昨年もコロナ禍の中ではありました
が、衛生管理者育成を目的に「第21期安全・衛生管理
者養成講座」を開校し、「第一種衛生管理者試験」で
もすばらしい成果を残しました。
　引き続き、相談ダイヤルの開設など「参加・改善・イニ
シアチブ」を基調とした、労働安全衛生活動を職場、地
域で実践し、中小零細職場の安全衛生に貢献するとと
もに、労災・職業病の根
絶をめざします。
　本年も、労働者の安
全と健康を守るため当
センターの運営に対し
まして、ご理解とご支援
を賜りますようお願い申
し上げます。
　皆様のご健勝とご活
躍を心からお祈り申し
上げまして新年のご挨
拶とさせて頂きます。

新年のご挨拶
ＮＰＯ法人
徳島労働安全衛生センター

　　理事長　新  居  良  雄

ＮＰＯ法人 徳島労働安全衛生センター

〈役  員  名  簿〉

役 職 名 氏　　名
理 事 長
副理事長
〃
〃
〃

専務理事
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

新　居　良　雄
島　　　和　久
大　谷　竹　人
吉　野　泰　甲
鵜　飼　克　尚
川　口　誠　二
原　田　俊　彦
田　村　敬　一
下　　　則　子
井　内　　　猛
小　谷　正　勝
亀　田　　　真
三　橋　松　男
岡　　　美由紀
小　合　弘　人
岩　生　大　治
森　内　信　哉

役 職 名 氏 　 　 名 組 　 織 　 名
会 長
副 会 長

〃
〃
〃

事 務 局 長
事 務 局 次 長
幹 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

顧 　 　 問
〃

〈徳島県退職者連合役員〉

　新年あけましておめでとうございます。 皆様方には健やか
に新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、徳島県退職者連合に対し、格別のご支援、ご協
力を賜り有り難うございました。 新しい年を迎えるに当たり、
この１年の運動方針について紹介させて頂きます。
　退職者連合は、全国で80万人、徳島県退職者連合は、約８
千人の組織として「地域に根ざした活動を強化し、誰もが孤立
することなく安心して暮らせる社会を実現しよう！！」をメイン
スローガンに活動することを決定しています。
  「人生100年時代」と言われていますが、私たちを取り巻く生
活環境・経済環境は年々厳しさを増しています。昨年10月の消
費税10％の引き上げは、高齢者・年金生活者の生活を直撃し
ています。
　さらに新型コロナウイルスの感染拡大は、一時は収束の兆
候もみられましたがその後、第２波、第３波の感染が拡大して
収束の見通しが立っていません。国民は不安を募らせていま
す。冬場を迎え緊急な対策が求められています。

  この様な不安定な社会情勢下では、社会保障制度の安定・
拡充が重要な課題です。
　徳島県退職者連合は、高齢者・社会的弱者が人並みの生活
を営むことが出来る「年金・医療・介護制度の充実と高齢者が
人間として尊厳をもって人生を全うできる社会の実現」を求め
て積極的に行動してまいります。
  ２０２１年が平和で、安心して暮らせる良い年になりますよう
御祈念申し上げ新年のご挨拶とさせて頂きます。

2021年
新年のご挨拶
徳島県退職者連合

　　会　長　杉　山  　勤

徳島県退職者連合

杉　山 　勤
澁　谷 良　臣
近　藤 啓　治
八　木 由利子 
高　根 研　治
山　藤 正　義
坂　尾 直　也
福　井 英　利
岩　崎 啓　二
坂　本 忠　成
大　倉 武次郎
赤　松 邦　博
国　見 　聖
鏡   和　博
有　瀬 政　明
重　清 俊　夫
清　田 麻利子
山　本 日出夫
蔦　 泰　見
橋　本 保　子
冨　田 真由美
小笠原  幸 雄
日　下　　公　明

ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
全日本自治体退職者会徳島県本部
日本郵政グループ労働組合徳島連協退職者の会
全 日 本 自 治 体 退 職 者 会 徳 島 県 本 部
ＵＡゼンセンIKI・IKIライフクラブ徳島県支部
林 野 関 連 退 職 者 の 会 徳 島 県 支 部
徳 島 県 労 働 金 庫 退 職 者 の 会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
全日本自治体退職者会徳島県本部
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
全 た ば こ 退 職 者 の 会 池 田 支部
徳 島 バ ス 労 働 組 合 退 職 者 会
徳 島 造 船 退 職 者 の 会
農 林 水 産 省 徳 島 退 職 者 の 会
全国山林労働組合徳島県本部退職者会
全日本自治体退職者会徳島県本部
徳 島 県 農 協 労 連 退 職 者 会
徳島県退職者連合南部地域協議会
徳島県退職者連合西部地域協議会
徳 島 県 退 職 教 職 員 協 議 会
徳 島 県 退 職 女 性 教 職 員 の 会
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
ＮＴＴ労組退職者の会徳島県支部協議会
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地域ライフサポートセンター

徳島中央ライフサポートセンター

役 職 名 氏　　名 所属団体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

宮　本　武　司
今　治　五百合
豊 田 　 浩
新　居　良　雄
杉　本　友　好
松　本　光　弘
大 藤 泰 彦
大 西 雄 大
板　東　喜代子
西 　 英 二
遠　藤　好　人
笠  井  一  輝
辻　 　康 晴
青  山　 広  樹
谷　　　敏　明
元 川 　 仁
谷　本　　　智
藤　崎　夏　男

徳 島 地 域 代 表
四 国 労 金 徳 島 営 業 本 部
こくみん共済 coop徳島推進本部
フ レ ッ セ
徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
専 従
四 国 労 金 徳 島 北 支 店
四 国 労 金 鴨 島 支 店
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
徳 島 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
N P O 法 人 壮 生
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表

＜徳島中央ライフサポートセンター役員＞

　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、徳島中央ライフサポートセンターの諸事業
に格段のご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　当センターは、ワンストップサービスの拠点として、関
係団体とのネットワークにより「暮らしなんでも無料相
談」、日々の暮らしに役立つ情報の提供など地域福祉
や労働者福祉の向上を目指した様々な事業を行い、地
域住民はじめ県民の皆様の生活をサポートしています。
　昨年の活動としては、新型コロナウイルス感染拡大
により７月～９月にかけ「#あつめマスク」プロジェクト
と銘打って各団体よりマスク寄付を募りました。1032枚
のマスクが集まり、３つの高齢者施設と障がい者施設
に寄付をしました。
　また、10月23日には「リラクゼーション・ヨガ」を開催。
今年は人数を半分にしました。
　また、11月6日には、全国一斉「奨学金に関する相談
ダイヤル」も開催しました。
　恒例となりました「キウイ収穫体験祭り」を11月14日
には佐那河内村の果樹オーナー園で行いました。当日
は、約120名が参加、素晴らしい晴天のもと多くの方が
キウイ収穫を体験し、キウイの収穫体験・試食を楽しみ

ました。参加者が持って帰った残りのキウイは、シング
ルマザーを支援する会、ストップＤＶサポートの会、子
どもの居場所“わいわい”、障がい者施設にそれぞれ寄
付を行いました。
　本年も、コロナ禍ではございますが、地域住民との
結びつきを強め、地域から期待される「ワンストップサ
ービス」機能の充実に努めてまいりますので、格別の
ご支援、ご協力、ご指導を賜りますようお願い申し上
げます。

〈2020度役員〉

役 職 名 氏　　名
理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長
専 務 理 事
理 事

〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

前　田　すづ子
國　見　　　聖
村　田　知江美
元　川　　　仁
久　積　育　郎
辻　　　博　史
清　田　敏　弘
佐　伯　雅　子
東　條　恭　子
板　東　喜代子
坂　尾　直　也
高須賀　雅　美

新年のご挨拶

ＮＰＯ法人壮生

  理事長 前 田　す づ 子

ＮＰＯ法人 壮 生

　新年あけましておめでとうございます。皆様に
は希望に満ちた新年をお迎えのこととお慶び申し
上げます。
　日頃は壮生の活動にご理解とご協力を賜り厚く
お礼申し上げます。
　私たち壮生は、「シニアのニーズに、シニアが応
え、シニアが運営すること」をモットーに、高齢者
の貧困をなくし、健康で自立した生活を営むため、
地域社会の中におけるお互いの自助・共助・共生
を目指し、様々な活動に取り組んでまいりました。
　昨年には新型コロナウイルスの感染拡大が進む
中十分な活動ができませんでしたが、小さな活動
をコツコツと進められました。

　本年も、これまでの活動をさらに進めていくと
ともに、あらたなボランティア団体との連携や幅
広い仲間づくりにも取り組んでまいりたいと考
えております。
　本年も元気シニア、会員の皆様、仲間の皆様と
ともに、生涯現役の心を持ちつづけ、何事にも挑
戦していく気持ちで頑張ってまいりますので、格
別のご指導とご協力をお願い申し上げます。
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〒770-0942　徳島市昭和町3丁目35－1 
（公社）徳島県労働者福祉協議会　
お年玉プレゼント係　FAX 088-625-5113

新春お年玉 プレゼント!!

鬼滅の●
送
付
先

応
募
方
法

※記入された個人情報等はプレゼント発送以外の目的では使用しません。

問題

正解者の中から
抽選で30名様に
図書券（1,000円）を
プレゼントします。

応募締切日 2021年1月末日

役 職 名 氏　　名 職　　場
会　　　長
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
事 務 局 長
理　　　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃

監　　　事
　 〃 　

細 田 博 樹
遠　藤　好　人
豊 田 　 浩
上　田　匠　児
蔦 　 泰 見
南 　 馨
国 安 健 斗
秋　山　和　久
新　居　良　雄
藤 原 里 紗
酒 本 祐 樹
中 田 華 奈
花 岡 正 昭
熊 井 　 健
桐 川 裕 成
福 永 秀 雄
矢 藤 寿 浩
松　本　直　美
中 川 陽 子

三好市職員労働組合連合会
四国労働金庫徳島西部ブロック
こくみん共済 coop 徳島推進本部
ＰＨＣ労働組合四国支部
連 合 徳 島 専 従
日本郵政グループ労働組合徳島西支部
阿波みよし農協職員労働組合
四国電力労働組合池田支部
フ レ ッ セ
徳島県病院局職員労働組合三好病院支部
徳島県職員労働組合三好支部
徳島県職員労働組合美馬支部
美馬市職員労働組合連合会
つるぎ 町 職 員 労 働 組合
三好市職員労働組合連合会
東みよし町職員労働組合連合会
ＰＨＣ労働組合四国支部
美 馬農協 職 員労 働 組合
四国労働金庫労働組合徳島県支部池田分会

＜徳島西部ライフサポートセンター役員＞

徳島西部ライフサポートセンター
　新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は徳島西部ライフサポートセンターの活動に対
しまして、ご支援とご協力をいただきましたことに心から
御礼申し上げます。
　１年間の活動として、法律相談を月1回、若者のための
就労相談については毎週2回行い、充実をさせてきまし
た。また、生活困窮者支援事業として、つるぎ町と東みよ
し町の就労準備支援事業を行い、多方面の機関と連携
をし、就労準備の情報の共有化を図りました。他にも、ス
ポーツ少年団支援や着ぐるみ貸出事業、エコ活動等も実
施しました。
　昨年は、新型コロナウイルス感染拡大のため、夏の恒
例行事である「夏休みフェスティバル」は中止となりまし
た。しかし、11月8日には「ゆとり・癒しのウォーキング」の
場所を大歩危峡に変え、人数も縮小し、感染対策を取り
ながら開催しました。64名が参加し、ウォーキング後は妖
怪屋敷と石の博物館の見学や遊覧船にも乗り、また温泉
に入るなどをして楽しんでいただきました。
 そして、「奨学金に関する電話相談」も全国一斉で開催

しました。
 本年も、幅広い勤労者層と地域社会に根ざす「労働と
生活」をサポートする運動体として、コロナ禍で一層厳し
くなった働く者の環境や雇用をしっかりと守り、生活に安
心を取り戻す取組みを行ってまいります。引き続き、皆様
のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

徳島県出身の近藤光さんが代表取締役社長を務める
「ufotable」が制作を手掛け、大ヒットした吾峠呼世晴
原作のアニメは？
　 （〇に当てはまる漢字１文字をお答えください）

官製ハガキまたはＦＡＸ用紙に解答を書い
て、下記あて先まで送付して下さい。その際、
住所、氏名を必ずお書き下さい。

徳島南部ライフサポートセンター

役  職  名 氏 　 　 名 所 属 団 体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

岩　佐　　洋　志
宮　田　　義　文
加　藤　　憲　司
佐々木　　美　紀
豊　田　　　　浩
森　口　　芳　洋
川　原　　佳　子
益　田　　英　明
葉　田　　博　章
篠　原　　伸　明
谷　本　　修　司
前　田　　　　淳
井　上　　　　隼
大　内　　　　仁
後　山　　みどり
井　坂　　　　博
川　野　　典　昭
片　岡　　恵　子
岩　佐　　幹　彦
清　水　　　　昇

自治 労 阿 南 市 職 労 連
ＪＰ労 組 徳 島 南 支 部
新日本電工労組 徳島支部
四国労働金庫阿南支店
こくみん共済 coop 徳島推進本部
フ レ ッ セ 阿 南 支 部
徳島県勤労者福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ
専 　 　 　 従
紙パ連合 王子新労富岡支部
四国電労 阿南火力支部
倉敷紡績労組 徳島支部
自治 労 阿 南 市 職 労 連
四電ビジネス労組　橘湾支部
自 治 労 那 賀 町 職
自 治 労 牟 岐 町 職
全 国 一 般 柏 涛 会 支 部
阿 南 農 協 労 組
南 部 地 協 女 性 委 員 会
新日本電工労組 徳島支部
自 治 労 徳 島 県 職

＜徳島南部ライフサポートセンター役員＞

　新年あけましておめでとうございます。

　旧年中は、徳島南部ライフサポートセンターの諸事

業に対しまして、ご支援、ご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。

　昨年度の活動として、「暮らしなんでも相談」「アル

ミ資源回収運動」「自動車運転免許取得特別講座」

「県民と働く者のとくしまフェスタ2020」「奨学金に関

する相談ダイヤル」等、取り組んでまいりました。

　毎年恒例となりました「第 25 回自然とふれあう健

康ウォークin美波」を11月14日竜宮公園・日和佐

総合体育館で開催いたしました。コロナウイルス感染

症拡大の中、充分な3 密対策を実施し、約 250 名の

方々に参加をいただき、有意義なひとときをお過ごし

いただきました。

　本年も微力ながら「生きがい・やりがい・働き甲

斐を求める人達の為に、色 な々角度や形でのサポート

に努める」ことが任務であるとの認識を強く持ち、地

域の方々、労働福祉団体やＮＰＯ、社会的資源などと

幅広く連携しながら「連帯・協同でつくる安心・共

生の福祉社会」をめざす活動に寄与していきたいと考

えます。

　今後とも、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。
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編集･発行人　川　越　敏　良
印　刷　者　（有）フォトプリント白石

　　発　行　公益社団法人　徳島県労働者福祉協議会
　徳島市昭和町3丁目35-1（わーくぴあ徳島 内）
　TEL（088）625-8387・FAX（088）625-5113 
　URL http://www.tokushima-rofuku.net/　
　e-mail tokushima@rofuku.or.jp

※20 歳未満の組合員の方、こくみん共済 coop に住所登録・電話番号登録をしていない方、有効なメールアドレスをお持ちでない方、下記の
　職域共済本部を通じて加入している方（たばこ共済本部、森林労連共済本部、自治労共済本部、全水道共済本部）については当サービスを
　お申込みするこができません。また、上記以外にもご契約内容や所属している団体によってはご利用いただけない場合がございます。

こくみん共済  coop組合員向けサービス

パソコンからも
 ご利用いただけます！

「こくみん共済  coop」は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心と
ゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛
同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の
組合員となることで、各種共済制度ををご利用いただけます。

徳島推進本部
（徳島県共済生活協同組合）

※Apple、Apple のロゴは米国その他の国で登録されたApple Inc. の商標です。App
   store は Apple Inc. のサービスマークです。
※Google Play およびGoogle Play ロゴは、Google LLC の商標です。
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